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1. はじめに 

本研究は学長裁量特別研究「公共交通機関としてのタク

シーの再考」の研究成果の報告である。タクシーの歴史は自

動車史以前の輿（こし）や牛車（ぎっしゃ）に遡るが、江戸

時代の駕篭（かご）などは庶民の足として公共交通の先駆け

と考えられる。産業革命以降の自動車の発達はロンドンタク

シー、イエローキャブ、我が国ではエンタクとして戸口から

戸口への移動を可能にしていった。現代では自動車の性能は

飛躍的な発展は遂げたもののタクシーは量産車の流用が続

きタクシーが根本的に求められている要素を満たした抜本

的な解決をみたタクシーは存在しないのが現状である。 

本研究は 2003 年から 2005 年の三年間（河村暢夫）が在

籍した静岡文化芸術大学の学部長特別研究を基本にして、本

学の研究者と院生をスタッフとして、室内運転におけるユー

ザインタフェースや乗降性を中心に再研究を続けた成果を

中間的に発表するものである。 

1.1. 公共交通とタクシー 

急速に発展する大量輸送機関である新幹線、一家に 2 台

を保有する自家用車と移動の距離と時間の短縮は日進月歩

の進化を遂げた。バスはまた庶民の足として欠かす事はでき

ない。これらの公共交通は時間的な制限や路線が限られてお

り、時間に管理されて自由度は無い。これに引き換えてタク

シーは戸口から戸口へと自由が独り占めできる魅力があり

庶民の利用は多い。 

この研究ではタクシーにスポットを当て、規制緩和によ

る夥しい車両数の増加は自由競争が激化して共倒れ現象を

呈している現状や利用者の声や運転手の要望等を分析して、

高齢化や社会福祉に対応、更には人・物・情報を運ぶタクシ

ーとしての脱皮が今後の業界の発展に繋がるものとして確

信できる。また環境やエネルギーなど諸問題を大局的に解決

して、タクシー独自の車両開発を提案するものである。 

1.2. 研究の目的：既存のタクシーの概念の打破と新開発 

現代のタクシーは自動車会社で製造している小型車や普

通乗用車をタクシー仕様車として提供している。昨今の福祉

車両は商用車やワゴンを改良している。本格的なバス型もあ

り入浴等に使用されている。いずれにしてもタクシー専用に

開発された例はロンドンタクシーのみである。30 数年前タ

クシーのデザインコンペが開催されたが、生産に漕ぎ着けた

という話は聞かない。 

不特定多数の乗客（ユーザ）に対応させるには UD の概

念でデザインすべきだが、運転手にとって特化するデザイン

が望まれる。いろいろ矛盾した点も多く、デザインの与件を

多角的に解決する設計とデザインを提案する事が本研究の

大きな目的である。 

1.3. 研究の流れ 

本研究では静岡文化芸術大学三年間での研究を基本的に

踏襲して、更に探求・展開したものである。（表 1）研究チ

ームを結成し、先ずタクシーの外形デザインについて研究を

始めた。次に、タクシー室内の問題点を抽出し、特に乗降性

について詳しく調査し研究を進めた。その後、外観デザイン

と内装デザインの研究結果を踏まえ、基本パッケージを展開

し、3D-CAD やケイジモデルなどでデザインの試案を試作・

検討して提案した。一方、自動車の高度情報化も想定でき、

ユーザインタフェースデザインを展開・提案した次第である。

 
表 1：研究の流れ 

 1
＊
名古屋学芸大学大学院 ＊＊

名古屋学芸大学 ＊＊＊
名古屋学芸大学研究科

＊＊＊＊
愛知県立芸術大学デザイン研究科 



2. 背景 

2.1. タクシーと社会：規制緩和による車数の増加と値引き競争 

2002 年に道路運送法が改正され需要調整規制が廃止され

た。新規参入、増車、料金とうの規制が緩和された。 

一方、高齢化や福祉優先の社会を実現するためには、き

め細かい移動が要望される。荷物や食料の宅配や救急患者の

搬送、ビジネスマンの移動に適した IT 設備も必要であろう。

金銭授受もプリペイドカードなど事務の簡素化は交通渋滞

の原因を解消することとなり、運転手の煩雑さを解消するこ

とにもなる。マルチメディア化が今後の姿に変貌する事が予

測される。 

2.2. 乗客の要望（2005 年に実施したアンケートの分析から） 

【タクシーの視認性】 
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特に夜間は表示灯（通称：あんどん）の点灯・消灯が曖昧で

空車が分からない。昼間はガラスの反射で空車が分からな

い。 

【運転手のマナー教育】 
安心感が必要であり、マナー教育が必要である。高圧的な

態度の運転手には不愉快である。 

【運転手の清潔感】 
タバコの臭い、口臭、体臭などが室内に残っている車は最低

であって、関係する第三者がチェックする必要がある。 

【乗降性】 
雨の日は特に傘やシート高さが気になる。屈まずに乗り降り

する事が望まれる。 

【荷物の問題】 
室内には適当な専用の置き場が必要である。トランク 2 個、ゴ

ルフバッグ 2 個程度の収納できることが望ましい。 

【賃走料金の明示】 
見やすい位置に料金表示メーターを設置して欲しい。 

【走行経路が分かるナビゲーター】 
タクシーの位置が確認できる。 

【電波サービス】 
音楽やテレビ番組、Web の情報が使用できる。 

2.3. 運転手の要望 

【経済的視点】 
 収入の安定。 

【健康維持】 
 適度に広い室内空間。 
 適なドライビングポジションの確保。 
 疲れない適度の堅さを保てる座席。 
 快適なエアコン。 
 前方視界の確保。 
 後部視界の確保。 

【タクシー車両デザインのチェックポイント】 
 タクシーとして印象的で明快な形態であること。 

 昼夜ともに視認性に優れた形と彩色、サインやアン

ドンが理解しやすいこと。 
 低床でありフラットであること。 
 乗降性に優れている。 
 雨がかかりにくい。 
 荷物や車椅子が収納しやすい。 
 金銭の授受が円滑に行える。 
 運転手の環境に充分配慮されている。 

3. 外形イメージの展開 

3.1. デザインファクター 

この数年間の研究結果に基づき、タクシーデザイン再考

を進めていく中で、下に挙げるいくつかの項目を骨格とした。 
 市街地における機動力、低料金化を目的として、小

型車を想定する。 
 大きなサインによるタクシーとしての認知性向上、

空車・乗車の状況表示をより分かりやすく。 
 燃料電池によるインホイールモーター駆動とし、環

境への配慮、またインテリアレイアウトの自由化・

低床化の実現。 
 スライドドアを採用し、交通への配慮（左に寄せて

の停車）、大きな開口部による乗降性の向上。 
 身体的弱者への乗降の配慮として、低床とする。 
 運転手の快適性、視認性、安全性向上を目的として、

センターコックピットを採用。 
 インテリアレイアウトにはフレキシブルシートを

採用し乗降性、車内空間の快適性の向上を狙う。 
 ITS、ETC、GPS、料金メーター、電子マネーなど

を統合した乗客専用モニターを採用し、インタフェ

ースデザインの研究も同時に行う。 

3.2. アイデアスケッチで構想展開 

以上のデザインファクターを意識し、研究メンバーが各

自にアイデアスケッチで構想を展開した。（図１） 
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図１：アイデアスケッチで構想を展開する 

3.3. エクステリアデザインの提案 

研究会で検討し抽出したデザインファクターを共用の軸

として、アイデアスケッチの中から２つのエクステリアデザ

インを中間検討用モデルとして選定した。インテリアデザイ

ンを共通として、この２つをコンセプトモデル A 案・B 案

とし、研究の過程として中間検討用のモデル制作を行った。

検討用モデルは１/５のクレイモデルを採用した。（図２、３、

４）また、過去の提案を C 案とし並列に検討を行った。 

 
図 2：A 案の 1/5 クレイモデル 

 

 
図 3：B 案の 1/5 クレイモデル 

 

 
図 4：C 案の 1/5 クレイモデル 

 

3.3.1 【A案】 

A 案のコンセプトは「Door to Door」。二つの異なる場所

をドア一枚で繋ぐことをイメージした。ピラー、ヘッドライ

ト、サイン、リアコンビランプを一体化することで、タクシ

ーの視認性を全面的に表現。インホイールモーターの特性を

活かし、車内をより高く自由に使えるデザインを提案。八輪

駆動とすることで、タイヤを小径にすることが可能であり、

室内空間を拡大することが実現した。乗降用ドアには二段階

に開閉するシステムを採用。（図５） 



 

 

 

図 5：エクステリアデザインの A 案 

3.3.2 【B案】 

B 案のコンセプトは「IT 化によるサービスを備えたタク

シー像」。前年までのタクシー研究のモデルをベースとして、

ITS などの情報システムは当然ながら、車両の小型化と低床

化、大型サインによる視認性、乗客の乗降性、そして運転手

側の安全性も配慮したトータルデザインの提案とした。前二、

後四の配置で六輪駆動とし、後輪は小径タイヤを採用するこ

とで後部座席空間の増大を狙った。乗降ドアにはスライドド

アを採用することで、乗降性の向上を目指した。（図６） 

 

図 7：エクステリアデザインの C 案 
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図 6：エクステリアデザインの B 案 

3.3.3 【C案】 

C 案の基本的な造形方針としては、不安感のない素直で優

しい形が望まれるものと考えた（図７）。「あんどん」が大き

なキャラクターとなり、車両本体と一体になるイメージを強

調した。また、広い天井空間がもたらされ、運転手の運転姿

勢に配慮したヒップポイントの高いシートデザインを可能

にした。必然となったスライドドアの開口部を広くとるため

にボディサイドはフラットでゆったりとしたデザインとし、

視覚的にもアプローチのしやすさを想像させるスタイリン

グにしている。また、運転手と乗客の関係においては「自然

な隔離」を目指し、保安や情報の授受を観点にインテリアデ

ザインを進めた。「駆動力」は燃料電池とし、インホイール

モーターのタイヤを採用して極低床の実現が可能なレイア

ウトを考えている。 

4. 内装デザインの展開 

今までの調査・研究結果に基づき、新たな技術進展や社

会動態を加え、内装デザイン（インテリアデザイン）を再検

討した。（図８） 

 
図 8：デザインスケッチで検討の風景 

4.1. インテリアデザイン研究の流れ 

先般の研究結果によって、長時間勤務の運転手達は自由

度の高い運転席空間を要望していることが判明した。一方、

乗降頻度の高い客席では、不特定の乗客と多様な手荷物（傘

やベビーカーなど）に対応できる空間が求められた。この二

つの要望に応じるデザインを目指して、先ずはアイデアスケ

ッチで構想を展開し、次に構想の評価・検討を行い、 後に

テープレンダリングで二次元検証と実寸ケイジモデルで三

次元検証を実施し、インテリアデザインを提案した。 

4.2. レイアウト構想の展開 

運転手と乗客をイメージしながら、デザインスケッチで

アイデアを幅広く展開してみた。要求条件が違うため、運転



席と乗客席の空間を分けて考え、いろいろなレイアウトを試

みた。 

研究チームがワークショップ形式で、数回に渡って内装

のレイアウト構想について議論した。アプローチの手法とし

ては、抽象のアイデアを可視化するために研究メンバーが各

自の構想をデザインスケッチし、パネルに掲示して比較・議

論を行った。そして再びワークショップを行い、メンバーの

アイデアから受けた刺激によって、より質の高いアイデアを

捻出した。（図９） 

4.3. レイアウト構想の評価 

アイデアスケッチでインテリアのレイアウトを展開した

結果を、運転手側の要因と乗客側の要因二つの観点から検討

した。（図１０） 

 

 

図 10：レイアウト構想の検討スケッチ 

4.3.1 運転手側要因による評価 

得られた運転手席のアイデアは、乗客席の前方と乗客席

の後方に設置する二つの類型があった。トランスポーテーシ

ョンの世界には、乗客席の後方に運転席を設けるレイアウト

もあったが（図１１）、視野などの安全面と乗客の心理面・

習慣面から検討して現時点での実用化が難しいと判断した。 

 

 

図 11：運転席後方配置型の構想 

一方、運転席前方配置型の構想は、中央に設置する対称

式レイアウトと右に設置する非対称式レイアウトとの二つ

の類型があった。この二類型を更に検討した。 

長時間勤務をするタクシー運転手にとって、運転席は仕

事の場である。一般運転者と違い、運転中にルート確認など

のため、時々乗客とコミュニケーションをとらなければなら

ない。空車で走行中にも、安全に運転しながら、道路両側の

客を探したり、無線などでセンターと連絡を取ったりするこ

とは一般的である。乗客が降りる際、料金支払いにお釣りや

領収書を出し、運転記録を記入するなども、快適な広い空間

が必要である。タクシーの運転席は、自動車の運転とタクシ

ーの業務を両立するオフィス。一方、長時間で限られた空間

で仕業するタクシー運転手の健康問題について、数多くの報

告があった。（河村、森津ら）人間工学の観点から、ある程

度の伸展運動ができて、疲れにくい座席が望まれる。 図 9：内装の構想アイデアスケッチ 
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以上の評価基準で、運転席を中央に設置することは比較

的広い空間が確保でき、仕事がしやすいために、非対称式レ

イアウトより中央式レイアウト案が良いと判断し採択した。 

その他、運転手の心理から検討して、運転席を乗客席よ

り低く配置する試案も挙げられた。 

4.3.2 乗客側の要因による評価 

タクシーの乗客は不特定であり、人数も変化しつつある。

全国乗用自動車連合会の調査によって、乗車人数は一人が

56％を占め、二人が 30％、三人が 9％、四人以上が 5%であ

った。利用目的も様々であった。乗客席の内装デザインにつ

いては「ユニバーサルデザイン」の概念を導入しなければい

けない。乗降の「利便性」と搭乗の「快適性」を基準にデザ

イン諸案を評価した。（図１２） 

図 13：レイアウトの最終提案 

5. 試作と検証 

5.1. テープレンダリングで 2 次元インテリア検証 

企画した内装デザインの初期目標を達成するために、提

案された幾つかのインテリアレイアウトを想定して椅子や

インパネ等を配置、実際にその中で繰り返し、実寸のテープ

レンダリングで二次元的に検証を行った（図１４）。スケッ

チでは把握することが難しかった細部空間の関係性を確認

しながら微調整を行った。センター位置の運転席、後部座席

の位置や1.5列目シートの必要性・有効性、金銭授受パネル、

室内空間の確認をすることができた（図１５）。 

 
図 14：レイアウトの検証風景 

 
図 15：金銭授受行為と空間関係の検討 

決定したインテリアレイアウトをテープレンダリングで

検証・評価を行った。検討結果に従い、問題点を修正してパ

ッケージの設計寸法を決定した。 

  
図 12：乗客数別にレイアウト構想の検討と評価 

健常者の乗客以外に、杖や車いすを使う障害者、並びに

着物などに盛装する貴婦人、足腰の弱った高齢者、行動不自

由な妊婦などもタクシーを利用するので、多種多様な乗客に

対応できるより乗降しやすいタクシーが望ましい。 

一方、傘やトランク、ベビーカーなど乗客の手荷物の置

き場をも検討しなければならない。電話や化粧するなど極め

て個人的な行動もあるため、乗客のプライベート空間を確保

することも必要と判断し、なるべく乗客席の快適な空間を創

出したい。 

乗客は不特定多数で、短時間に乗降動作を滞りなく行え

るレイアウトを展開・考案した。そこで、各レイアウト試案

に対して、一人乗客の場合から複数乗客の場合まで、CG
（Poser6.0）を利用して各試案のシミュレーションをした。

（図１３）乗客と運転手、乗客と乗客、各場合のコミュニケ

ーションについて、それぞれを想定し、各構想案を検討・評

価を行った。 

以上の基準で、総合的にデザイン評価を行い、二人のベ

ンチシートプラス横に一人の可動席（以下「1.5 列目シート」

と呼ぶ）のような L 字レイアウトで、 大限の空間を創り出

した。 

5.2. 3D-CADを用いたインテリアデザイン作成 

次に 3 次元 CAD ソフト（Rhinoceros4.0）を用いて、車
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体、インストゥルメント・パネルやハンドル、乗客専用のモ

ニター、シートなどのインテリアの細部のデザインを作成し

て検討を繰り返した（図１６）。インテリアに合わせて、先

に述べた外装デザイン・A 案を基本としたエクステリアデザ

インのモデリングを行った。 

5.3. 内装空間の試作と検証 

5.3.1 実寸ケイジモデルの制作 

実寸で検証したインテリアレイアウトと、３次元 CAD の

インテリアレイアウトを正確に検証するために、１／１のケ

イジモデルを制作した。（図１９）ケイジモデルは A 案の外

観形状をもとに、３次元 CAD 上で立体化して大型プリンタ

で出力した。スチレンボードの素材で組み上げた。なお、こ

の検証用モデルでは X 方向を２００ミリ、Y 方向を１００ミ

リピッチに設定した。（図２０） 

 

 

図 16：CAD を使ってデザイン案を検討 

小型車を想定して進められたインテリアデザインだが、

床下に収納された燃料電池（図１７）・インホイールモータ

ーによる駆動方式を用いたことで、室内空間の検討をガソリ

ンエンジンに比べ、非常に柔軟に進めることが出来た。また、

小径タイヤの採用でタイヤハウスの室内への張り出しが

小限に抑えられ、後部座席のレイアウトの自由度が高まった

（図１８）。 
図 19：実寸ケイジモデルの制作風景 

 
 図 17：電池やモーターの配置 

図 20：ケイジモデルの実寸検証 

 

実寸ケイジモデルで下記の項目のシミュレーションを行

い、問題点を抽出した。 
 乗客、運転手の乗降性 
（スライドドアの開閉、天候、乗り降りの場所、乗

り込み方、座り方） 
 運転手の空間 
（運転のし易さ、操作性、視認性、乗客との関係） 

 乗客の空間 
（座りし易さ、動きやすさ、視認性、安全安心、乗

降のし易さ） 
 １．５列目シートの空間 
（不使用時のあり方、位置→２列目シートとの兼ね

合い、バランス、使用時のあり方、乗りやすさ、安

心・安全、２列目シートとの兼ね合い） 
図 18：座席の配置 

ここで作成された 3 次元 CAD データを用いて、1 分の 1
ケイジモデルの作成に移ることになる。 

 金銭授受 
（運転手側と乗客側との視点から→金銭授受など

煩雑さの解消） 
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 様々な荷物を想定しての室内レイアウト 
（傘、ゴルフバッグ、ベビーカー、スーツケース、

車イス） 

5.3.2 検証結果と問題点 

 乗客、運転手の乗降性について 
・車体上部の反面オープン化により天候による影響

（雨／雪／風） 
・補助装置（乗降口グリップ／手すり） 
・高齢者・身障者・車いす・ベビーカー・チャイル

ドシート等の対応 
・車いすのまま乗り込む、シートへ乗り移る 
・手すりなど取り付け位置の検討 
・車いす・ベビーカーの為のスロープ 
・扉の開閉方法 

 運転手の空間 
・ センターコクピットの必要性 
・ 運転手シートは回転する？ 
・ ステアバイワイヤー／運転座席の左右移動 

 乗客の空間 
・広々とした室内／広すぎるのでは 
・後部座席の検討（回転・リクライニング・スライ

ド）／シートベルト 
・シートなどの素材 
・全シートマルチ対応／乗客人数に合わせシートア

レンジ 
・車いすのまま乗り込む、シートへ乗り移る 

 １.５列目シートの空間 
・１.５列目シートの再検討／乗車人数の再検討 
・補助座席の有無 

 金銭授受 
・運転手シートは回転する？ 
・乗客と運転手の距離、位置関係 

 様々な荷物を想定しての室内レイアウト 
・全シートマルチ対応／乗客人数に合わせシートア

レンジ 
・車いすやベビーカー等への対応 

6. ユーザインタフェースの提案 

6.1. 基本構想：【スマートタクシー】 

近未来を前提として、IT 技術に基づき、知能を持つ「ス

マートタクシー」（Smart Taxi）のユーザインタフェースデ

ザインを提案した。 

利用者の視点から探究するために、静岡文化芸術大学で

の マ ン マ シ ー ン イ ン タ ー フ ェ ー ス （ Man-Machine 
Interface）研究結果に基づき、ユーザインタフェースデザ

イン（User- Interface Design）という概念に置き換え、人

間－機械の側面よりユーザを中心にインタフェース構想を

展開した。 

ユーザインタフェースの概念を導入してから、先ずは近

未来における IT 技術の発展予測を調べた。近年の半導体技

術の高集積化に伴い情報機器の小型化が急激に進展すると

ともに、通信サービスの革新があいまって高度な情報処理能

力を持つ自動車が大きな市場を形成し始めてきている。タク

シー業界にもカー・ナビゲーターをはじめ、多様な新しい情

報端末や通信サービスへと更なる多機能・高機能化へ移行し

つつある。国土交通省が提唱する ITS（Intelligent Transport 
Systems、高度道路交通システム）に基づき、既存の自動車

メーターやカー・ナビゲーター、ETC（Electronic Toll 
Collection）車載器、タクシー料金メーター、電子マネーシ

ステムなどを統合して、特化したタクシーITS を考えた。 

タクシーはドアツードア性を高めた公共交通手段である。

個々の人々の移動ニーズに合わせて、また大量輸送公共交通

機関でカバー仕切れない領域で幅広く活躍しているが、交通

渋滞や乗客探しによる経済の損失と環境への悪影響など、よ

り効率的なタクシー利用システムが必要になってきている。

「TDM」（都市環境マネージメント）という視点から、乗客

探しとタクシー探しの効率を向上するために、GPS（Global 
Positioning System）対応の携帯電話を用い、タクシーと乗

客のマッチングシステムを構築した。 

一方、深夜独身女性乗客の不安や時間潰しのため、乗客

席にもモニターを用意し、多様な情報サービスを提供するこ

とを提案した。現在位置情報をはじめ、走行方向の確認、賃

走料金情報の明示、到着予定時間と予想料金など運転情報の

共有化、また多様なエンターテイメントコンテンツを提供し、

より使いやすく楽しめる乗客用ユーザインタフェースを提

案した。 

本研究には、このような運転手と乗客との対応するタク

シー専用 ITS を「スマートタクシー（Smart Taxi）インタ

フェース」と名付け、その可能性を探究した。 

6.2. ユーザインタフェース研究の流れ： 

 
表 2：ユーザインタフェース研究の流れ 

スマートタクシーインタフェースの概念を導入し、新し

い情報サービスの登場が本研究の課題に設定された。そこで

この多機能化の課題を解決する手始めとして、運転手と乗客

の関連する操作場面シナリオを構築、全般の把握とタスクを

抽出、フローチャートを作成・検討してシミュレーション制

作を行った。これらのデータ整理検討とアイデア発想などの

デザイン作業を経て、次節に説明する新しいインタフェース

デザイン提案に纏めた。（表２） 

6.3. 利用シーンのシナリオ構築： 

タクシーの場合、ユーザとは運転手と乗客の両側面があ

る。エキスパートユーザの運転手と多種多様な一般ユーザの

乗客、この性質の違うデザイン対象を分けて検討した。 
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先ずは、一般ユーザの便益評価に関する事前評価を行い、

選好データを用いたコンジョイント分析（Conjoint 
Analysis）に基づく分析結果、画面サイズを 10 インチ（寄

与率 97.8％）、操作方法をタッチパネル式（寄与率 1.5％）

に仕様を決定した（表３）。次に、予備的考察であるコンジ

ョイント分析の結果を加えて、利用シーンのシナリオを構築

してみた。 

属性    水準 効用値 寄与率
1. 場所 真ん中 -0.072 0.5

天井 0.166
ハンドル

2. 画面 標準3/4 -0.116 0.2
ワイド9/16 -0.272

その他
3. サイズ １０インチ 1.399 97.8

１２インチ 0.974
その他 -2.414

4. 操作 ボタン -0.046 1.5
タッチパネル 0.380

音声
5. 支払い 現金

カード
電子マネー

6. 誰 運転手のみ
客のみ
両方  

表 3：コンジョイント分析の結果 
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6.6.1 運転手の利用シーン 

運転手について、「健常者の男性運転手」、「トイレ利用の

多く女性運転手」、ならびに「反応の遅い高齢運転手」、三種

類の使用者像を設定した。そして、それぞれに空車で走行し

ながら乗客を捜す場面、並びに駅やバスターミナルなどのタ

クシー乗り場で乗客を待つ場面、無線の連絡によって指定場

所へ乗客を迎えに行く場面に、三つの利用シーンのシナリオ

を作成した。 

6.6.2 乗客の利用シーン 

不特定のユーザに対するタクシー特有のデザイン要件が

ある。（社）全国乗用自動車連合会は約十数年前に調査した

結果、仕事と急用（41％）、酔った時（15％）、他交通手段

なし（14％）、その他（30％）であり、短期間での移動を必

要とする時に多く使われる傾向があった。 

便宜上、乗客について、「ビジネスマン二人組」、「飲酒客」、

「深夜帰宅の単身 OL」、「幼児連れの若奥さん」、「通院の高

齢者」、「外国人観光客」を設定し、それぞれの視点から使用

場面を想定してシナリオを作成することになった。使用者像

と利用目的の違いによって、数多くの利用シーンシナリオを

構築した。 

6.4. タスクの抽出： 

以上取得した各シナリオから、行為分析を行い、行動の

タスクを分解・抽出した。KJ 法によって、グルーピングと

図解化をし、抽出したタスクをまとめた。 

運転手のタスクは、「交通関連情報」、「自動車関連情報」

「タクシー業務関連情報」と「その他」に分けることができ

た。一方、乗客のタスクは。「現在位置情報」「料金情報」「エ

ンターテイメントコンテンツ」にグルーピングしたが、エン

ターテイメントコンテンツが多くあったため、その下に細分

化して「WWW」、「ツール」（電卓、アラームなど）、「ゲー

ム」、「娯楽」（CM、音楽 PR、映画 PR、アニメ PR など）、

「周辺情報」（観光情報、グルメなど）のカテゴリを設けた。 

6.5. フローチャートの作成： 

このようなアプローチで得られたタスクを、ユーザメン

タルモデルに合わせて、操作のフローチャートを再構

築・作成した。（表４） 

 
表 4：検討中の乗客操作フローチャート 

運転手ではヘビーユーザであり、煩雑な勤務中に高度な

集中力が要求され、提示する情報を瞬間的に把握することが

重要である。したがって、簡潔な情報だけを示し、詳細な情

報や設定を深く置くデザイン原則とした。 

一方、短期間しか利用しない乗客では、ライトユーザで

あり、複雑な操作プロセスを望まない。前節に述べたようユ

ニバーサルデザインの概念に従って、フローチャートの編成

を広く浅いコンテンツの配慮とした。 

6.6. シミュレーションの制作： 

この一連のアクション（＝タスク）を再構築・再編成し

たフローチャートを用い、シミュレーションを試作した。将

来の展望として、このシミュレーションを使って実験し、ユ

ーザビリティを評価したいと考えている。 

6.6.1 運転手のためのインタフェースの提案 

前述のデザイン原則を踏まえて、運転手のための GUI（グ

ラフィックユーザインタフェース）を提案した。（図２１） 

 
図 21：運転手のためのインタフェースの提案 



この運転席用の統合インタフェースには、①交通関連情

報、②自動車関連情報、③タクシー業務関連情報、三つの画

面で構成した。左側にあるメーン画面と右上のサブ画面には、

①交通関連情報と②自動車関連情報を切り替えることがで

き、右下のサブ画面には常にタクシーの業務関連情報を表示

している。視認性と操作性のために、大きなメーン画面に切

り替えてから下層の操作が進められるように設計した。 
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交通関連情報には、普通のカー・ナビゲーターにあった

機能を加え、近辺に乗客いるかどうかを位置確認できる「乗

客探索機能」というアイデアを提案した。 

タクシー業務関連情報には、乗客降車する際にトランク

に荷物の有無を確認する「忘れ物探知機能」、及び当日の売

り上げを集計する「営業集計機能」など新たに設定をした。

そのフローチャートに従い、運転席と乗客用のシミュレーシ

ョンを制作した。 

6.6.2 乗客のためのインタフェースの提案 

乗客席にもモニターを用意し、いろいろな情報サービス

を提供したいと考えた。（図２２） 

 
図 22：乗客のためのインタフェースの提案 

TITS（Taxi Intelligent Transport Systems）を搭載、左

側のメーン画面と右側の三つのサブ画面で構成、右側中央に

ある「メニュー画面」から操作を行うとした提案である。右

上にある「現在位置情報」、及び右下にある「賃走料金情報」

では常時に表示している。 

安心・安全にタクシーを利用するために、現在位置情報

や経路情報などを提示している。走行中に、気になる街の建

物なども案内できるシステムを構想し、多彩な情報サービス

を提供できる。一方、予定到着時間や予測運賃などの情報を

示し、アラーム機能や電卓などのツールも提供するユーザイ

ンタフェースデザインを提案した。 

7. おわりに 

21 世紀に入り環境問題が地球規模で深刻さを増す状況で

ある。温暖化も自動車産業と無縁とは言えない。内燃機関も

地球資源から見ても限界を迎えようとしている。今新しいエ

ネルギーの開発が叫ばれ、各界で努力が払われており早晩環

境に適したものが待たれる。地球が持続していくには人類の

功罪を認めてサスティナブルな社会を国際的な視野にたっ

て実現の努力をする必要がある。 

本研究においては公共交通の一端を担っているタクシー

を健全なシステムとして再構築して、２１世紀に相応しいき

め細かい移動手段となる事を念願して、本研究が国際的なパ

イロットプランとなることを目指して、更なる研究を続ける

計画である。 
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